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第１章 緒 言 

 

1.はじめに 

 

卒業研究のテーマを決めるにあたって、現在住んでいる岐阜市について関心を持ち、岐阜

市を調べていく中で、岐阜県の伝統工芸品である岐阜和傘が岐阜市で作られてきたことを

初めて知った。岐阜和傘の技術と歴史をもっとより多くの人に知ってもらいたいと考えた。

また岐阜和傘以外にもまだあまり知られていない伝統工芸品があるかもしれないと考え、

そこから調べてく中で岐阜うちわ、岐阜提灯の 2つがある事が分かった。この二つの伝統工

芸品と岐阜和傘の成り立ちなどを調べていく際に、この 3 つとも長良川付近で作られてい

る事が分かった。そこから若い世代の方や知らない方に岐阜和傘や岐阜和傘以外の伝統工

芸品を知ってもらえる様に、デジタルアーカイブを通して伝えたいと考えた。本研究では、

岐阜和傘の技術と歴史を中心に、岐阜和傘以外の伝統工芸品と長良川の歴史的関係性を調

査し、デジタルアーカイブを通じてより多くの人に伝える事が本研究の目的である。 

 

2.岐阜和傘の歴史的変遷 

 

上記でも述べた通り、岐阜和傘をより多くの人に知ってもらう事が本研究のである。岐阜

和傘は最盛期の 1950年頃は 600件以上の問屋があり、月に 120万本から 130万本まで生産

されていた。しかし、現在は職人の高齢化や後継者が少なく、お店を畳む人が多く、岐阜和

傘を扱うお店も全盛期より大幅に減った。また、もう一つの原因として挙げられるのは、洋

傘の普及だ。昭和 20年頃日本は敗戦し、終戦を迎えた。それに伴い生活様式が大きく変わ

った。和傘の需要低下が本格的に進んだのは、終戦直後の昭和 23年～25年をピークに急激

に落ち込んだ。その背景としてあるのは、生活様式が変わった事に伴い、洋傘の普及が始ま

った事が和傘の需要低下に拍車をかけた一つだ。その他にも、服装の変化として、着物から

洋服へと変わった事、交通機関の発達なども挙げられる。また物資不足だったのも原因の一

つと考えられる。そして、昭和 30年には洋傘の生産と和傘の生産が逆転し、急激に低下し

た。現代においても、傘というと洋傘の方が日常使いのイメージが強い。和傘は、一本一本

人の手で作られており、単価が高く手に出しにくい。しかし、洋傘の場合は大量生産に適し

ており、単価も安いものから高いものまである。また、洋服に和傘は合わせづらいという事
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もある。これは和傘が洋傘よりもデザインの幅がない事が原因だと私は考えている。この様

に和傘は現代の生活様式には合わなくなっている。また和傘を作っている会社のホームペ

ージはあるが、岐阜和傘について作られたサイトは少ない印象がある。この岐阜和傘での問

題は、他の岐阜市の伝統工芸品出も同じだと考えている。今回取り上げる岐阜うちわ、岐阜

提灯でも現代の生活様式に合わず、生産量なども最盛期に比べると随分減った。岐阜和傘を

中心に岐阜市の伝統工芸品をより多くの人に知ってもらえる様にするには、インターネッ

トの活用が最適と考えた。そこで、デジタルアーカイブを用いて、岐阜市の伝統工芸品の和

傘について歴史的変遷と共に周知する事が問題の解決だと考える。 

 

３.目 的 

 

本研究の目的は、「岐阜市の伝統工芸品をより多くの人にデジタルアーカイブを用いて知

ってもらう」事だ。岐阜市には伝統工芸品が数多くある。本研究では、岐阜和傘の技術と歴

史についてデジタルアーカイブを行う。また、岐阜和傘を始め、岐阜市の伝統工芸品である

岐阜うちわ、岐阜提灯と長良川の関係性もデジタルアーカイブしていく事を目的とする。 
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第２章 岐阜市の歴史 

 

1．岐阜市について 

 

岐阜市は、岐阜県の県庁所在地であり、人口は 42万人で、岐阜県の市町村の中で一番多

い人口だ。パーセンテージで表すと、岐阜県の 20％が住んでいる。主な産業としては、ア

パレルが挙げられる。市内中心部を清流長良川が流れており、金華山がそびえている。歴史

も長く、岐阜市が歴史に登場したのは旧石器時代で、最初は岐阜市の北部から東部にかけた

台地上に営みがあり、縄文、弥生、古墳時代にはほぼ全域に営みは広がっていった。その証

拠として、紀元前 1300年頃の石器や遺跡などが見つかっている。応仁・文明の頃には、斎

藤道三が美濃国を手中にして、井口と呼ばれた稲葉山山麓に城下町を形成。永禄 10 年には、

織田信長が美濃国を手中にし、「井口」から「岐阜」と改めた。その後、「楽市楽座」行い城

下町を発展させた。その後は合併が繰り返され、今の岐阜市が出来たのは 1889 年(明治 22

年)7月 1日であり、その後 2006年に柳津町と合併し、2019年に 130周年を迎えた。本研究

では、岐阜市の伝統工芸品を紹介してきたが、岐阜市には他にも様々な伝統文化や産業があ

る。その一つとして、岐阜市の伝統文化である長良川の鵜飼がある。長良川の鵜飼は、その

歴史と伝統に培われた技術が評価され、国の重要無形民俗文化財に指定されている。また岐

阜市を代表する産業として、アパレル産業が挙げられる。岐阜市のアパレル産業は満州から

引き揚げられた人達が中心に軍服を売る店を立ち上げ、そこから発展していき、日本でも有

数のアパレルの産地となった。また、岐阜市には様々な史跡が残されている。城の跡地が残

っている所もあり、金華山の上にそびえる岐阜城跡は、岐阜城を含む金華山一帯が「岐阜城

跡」として国史跡に指定されている。国史跡とは、日本の歴史を正しく判断する上で欠く事

が出来ない遺跡の事であり、岐阜城跡地は岐阜市内の国史跡としては 4件目に登録された。

岐阜市は岐阜県の中心地として栄えながらも伝統と歴史のある町であり、自然にも恵まれ

ている。 

 

2．岐阜市の伝統工芸品について 

 

岐阜県には、国の指定を受けた伝統的工芸品が 6 品目あり、その中の 2 つの伝統的工芸

品は岐阜市にある。また、岐阜市には 5つの伝統工芸品があり、内訳としては、国から指定
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された伝統的工芸品は、岐阜提灯、岐阜和傘の 2 つで、岐阜県から指定された郷土工芸品

は、岐阜渋うちわ、のぼり鯉・花合羽、美濃筒引き本染め・手刷り捺染の 3つが指定されて

いる。本研究では、この５つのうち岐阜和傘、岐阜提灯、岐阜うちわについて取り上げてい

く。まず伝統工芸品とは、どの様なものかを説明していく。一般には伝統工芸品と言われる

事が多いが、それとは別に「伝統的工芸品」という呼称がある。伝統的工芸品は「伝統的工

芸品産業の振興に関する法律(伝産法)」(以下から「伝産法」と略す)で定められている。こ

の伝統的工芸品の「的」には、「工芸品の特長となっている原材料や技術・技法の主要な部

分が今日まで継承されていて、さらに、その持ち味を維持しながらも、産業環境に適するよ

うに改良を加えたり、時代の需要に即した製品作りがされている工芸品」の意味が含まれて

いる。「伝統的工芸品」には、法律上で次の要件が必要になる。 

・主として日常生活で使われるもの 

冠婚葬祭や節句などのように、一生あるいは年に数回の行事でも、生活に密着し、一般家庭

で使われる場合は、日常生活に含まれる。 

・製造過程の主要部分が手作り 

すべて手作りでなくてもよいが、製品の品質、形態、デザインなど製品の特長や持ち味を継

承する工程は「手作り」が条件だ。持ち味が損なわれない様な補助的な工程には、機械を導

入する事が可能だ。 

・伝統的技術または技法によって製造 

伝統的とは、およそ 100 年間以上の継続を意味する。工芸品の技術、技法は、100年間以上、

多くの作り手の試行錯誤や改良を経て、初めて確立すると考えられている。伝統的技術、技

法は、昔からの方法そのままではなく、根本的な変化や製品の特長を変えることが無ければ、

改善や発展は差支えない。 

・伝統的に使用されてきた原材料 

「伝統的技術または技法によって製造」と同様に、100 年間以上の継続を意味し、長い間吟

味された、人と自然にやさしい材料が使われているか。またすでに枯渇したものや入手が

極めて困難な原材料もある場合は、持ち味を変えない範囲で同様の原材料に転換する事は、

伝統的であるとされている。 

・一定の地域で産地を形成 

一定の地域で、ある程度の製造者があり、地域産業として成立していることが必要。ある程

度の規模とは、10企業以上または 30人以上が想定されている。 
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以下の要件を全て満たし、伝産法に基づいて、経済産業大臣の指定を受けた工芸品の事を指

す。今回取り上げる岐阜提灯、岐阜和傘は伝統的工芸品で、岐阜うちわは郷土工芸品に分類

されているが、３つとも伝統工芸品である事には変わらないので、ここでは、３つとも伝統

工芸品と呼称していく。それでは、いつ伝統的工芸品と郷土工芸品について指定されたかと

いうと、岐阜提灯は平成 7年 4月 5日、岐阜和傘は令和 4年 3月 18日に伝統的工芸品とし

て岐阜渋うちわは平成 4年 3月 30日に指定されている。 

 

3．岐阜市加納地域の地域性 

 

加納の地名の由来は、荘園が誕生した時代に遡る。荘園とは、功績のあった貴族が寺に与

えた土地が荘園である。今の茜部には茜部の荘という東大寺の荘園があり、その荘園の管理

者は、荒地を開墾し、その土地を国に言わずに自分の土地にして、年貢を手に入れていた。

しかし、隣の荘園との境にぶつかると、正式に権限が欲しいため、開墾した土地を正式に届

出を出し、そこから国に年貢の一部を納めた。その様な経緯から、元の荘園に後で加えて納

めたことから「加納」という地名が出来た。加納は岐阜県稲葉郡に存在した町で旧城下町で

もあった。加納城が出来たのは、1600 年 11 月の関ヶ原合戦後、家康は西方の脅威に備え、

交通の要衝を理由に加納城の築城を命じられ、加納城が築城された。加納城初代城主には奥

平信昌が任されたという。また、加納は加納城が築城する前は、中山道の宿場町としても栄

えた。中山道は、1601年から 7年間で他の 4街道(東海道、日光街道、奥州街道、甲州街道)

とともに整備された会堂であり、古くは都と東国を結ぶ東山道と称されていた。加納宿は守

山宿から東海道の草津宿を経て京都三条に大橋に至ると 69の宿があり、そこまでを「木曽

路六十九次」とも言われている。美濃路には 16宿が設けられていて、そのうちの最大の宿

だと加納宿は言われていた。加納は加納城を中心に、侍屋敷と宿場町から成り立っていた。

侍屋敷は加納城周辺（丸の内，東西の丸，長刀堀等）で、宿場町は本町一丁目～九丁目，天

神町，広江，新町，柳町，安良町，八幡町等 22 町からなっていた。そこから明治 16 年に

は、東加納町と西加納町が確立。その後、明治 30年には、東加納町と西加納町、下加納町

が合併し、加納町となった。その後、昭和に入り、加納町は岐阜市と合併した。加納の特産

品としては、岐阜和傘があり、加納に数多くの国に指定された史跡が残っている。加納城だ

けでなく、加納宿、加納天満宮、加納八幡神社などがある。加納天満宮は、祭神は菅原道真

公で加納城が築城される前から祀られていた古社で、慶長年間に現在の場所に移設された。
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加納天満宮は、学問の神様としても有名で、戦炎で焼け残った拝殿は、文化 7年創建され、

三十六歌仙，六歌仙，等の宝物や市文化財指定の山車（鞍馬車）があり、天神祭りやみそぎ

まつり、提灯まつりなどが開催されている。平成 15年 10月には、御鎮座 400年と官公御神

忌 1100年の記念事業として、本殿造営工事がされた。また、町政時代の名所として、1962

年に竣工された旧加納町役場が存在しており、武田五一設計で、鉄骨鉄筋コンクリート造 2

階建ての近代建築で、国の登録有形文化財にも登録された。しかし、耐震性の問題などから

2016年に取り壊され、その跡地は現在中山道加納宿まちづくり交流センターとなっている。

この中山道加納宿まちづくり交流センターでは、加納宿を中心とした中山道の歴史の継承

を図り、地域のまちづくりの活動の場という役割で、令和 2年 10月 14日に開館した。屋内

には和傘や加納城のジオラマなどの展示が展開されており、街歩きなどで中山道を訪れる

方へのトイレの提供や休憩スペースとしても利用が出来る様になっている。この様に加納

を知る事ができる施設もある。また、旧加納町役場以外にも加納小学校の正門は、赤いレン

ガ造りが有名で「赤門」と呼ばれており、明治 32年 4月の開港同時に設置された。市内最

古の門であり、平成 7年 10月には「岐阜の宝百選」にも選ばれた。加納は、1940年の 1月

23 日に岐阜市への編入案が可決されたが、編入案が可決する条件として、岐阜駅、東海道

本線下に地下道を設ける事、「加納」という地名を残すことを提示した。この条件を承諾し

た事で、岐阜市に編入した今も加納という地名は残っている。 

 

4．長良川という自然環境 

 

長良川は、岐阜県北部の大日ヶ岳から南へと岐阜県内を横断し、三重県桑名市揖斐川に合

流、伊勢湾へ流れ込む。その全長は 166kmで、流域には 86万人が住んでいる。高知県の四

万十川、静岡県の柿田川と並んで日本三大清流と言われており、名水百選にも選ばれている。

また、長良川は上流約 1㎞の水浴場があり、全国で唯一河川の水浴場として、「日本の水浴

場 88選」に選定されている。また、長良川にはダムや工場群が無く、水の美しい川として

有名だ。長良川は水が美しい清流の為、鮎を中心に川の魚が良く捕れる。鮎は、澄んだ川の

象徴と言われている。夏を告げる旬の魚だ。柳の葉のようなスリムな体をしていて、鮎の身

からスイカの匂いが漂う為に「香魚」とも呼ばれる事もある。鮎は北海道から沖縄まで生息

していて、澄んだ清流を好む。また、鮎は「年魚」とも呼ばれ、一年で命を閉じる。 
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図.１ 

(引用：https://giahs-ayu.jp/beloved-ayu) 

おいしい鮎が育つためには、エサとなる上質なコケ(藻類)が必要となる。太陽光線 がコケ

(藻類)の生える石まで届けばコケが豊富に育つが、泥や落ち葉などのゴミに遮られるとあ

まりコケは育ちにくい。しかし、長良川は、本流にダム(河川法で規定される高さ 15ｍ以上

のモノ)が無く、大雨で自然に川の底が洗われやすいため、コケ(藻類)が育ちやすい環境に

ある。また、鮎は 1日あたり自分の体重の半分の重さのエサを食べる。その為、鮎は縄張り

を作るのは、他の鮎からエサ場を守る為だという。その為、たくさんの鮎が育つには、広範

囲に美しい川が必要となる。また、鮎のエサとなるコケは、水中の二酸化炭素や窒素、リン

などを吸収し、水を綺麗にする役割がある。鮎がコケを食べる事で、次々に新しいコケが育

ち、水を綺麗にし続ける。この循環がある事で、長良川の水の美しさを保ち続けることが出

来る。鮎は水を綺麗に保つ役割を果たしている。長良川は、宮内庁の御魚場が定められてい

て、鵜飼の鵜匠が捕った鮎は皇室や伊勢神宮へ納められている。鮎の他にも長良川の流域に

は、伝統工芸が多くある。 

 

 5.美濃和紙との関係性ついて 

 

本研究でも取り上げている岐阜和傘や岐阜提灯、岐阜うちわ以外にも様々な伝統工芸が

ある。例えば、「美濃和紙」もその一つだ。美濃和紙の紀元はおよそ 1300 年前、天保 9 年

(737年)ころで、奈良時代の「正倉院文書」の戸籍和紙が美濃和紙であったことが記されて

いる。美濃和紙の原材料は、和紙の原料となる落葉低木楮、三椏、雁皮で、幹を使うのでは

なく、皮の部分の繊維を利用する。そして、良質の冷たい水が豊富にある事が、和紙を作る

上で大事になってくる。美濃市は、その 2つが揃っており、都からも近い場所だった為、和

紙の産地として栄えた。 

 

https://giahs-ayu.jp/beloved-ayu
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 図.2 

  

  

図.3 

 

  

図.4 

民間でも広く和紙が使われるようになったのは、室町・戦国時代の文明年間以後だった。美

濃の守護職土岐氏は、製紙を保護推奨、紙市場を大矢田に開いた。紙市場は、月に六回開か

れていたため、六斎市と呼ばれていて、現在も行われている。この紙市によって、近江の枝

村商人の手で、京都、大阪、伊勢方面へ運ばれ、美濃の和紙が全国に知られるようになった。

そして、慶長 5年に徳川家康からこの地を拝領した金森長近は、長良川河畔に小倉山城を築

城した。 

←楮(コウゾ) 

クワ科の落葉低木。日本の野山や

川原に自生している。靭皮繊維は

太く強いのが特徴 

←三椏(ミツマタ) 

ジンチョウゲ科の落葉低木。花

が美しい為、観賞用として植え

られることも。靭皮繊維は、細

く強いのが特徴 

 

←雁皮(ガンピ) 

ジンチョウゲ科の落葉低木。栽

培が困難なため自生している

自然種を利用する。靭皮繊維

は、細く薄いのが特徴 
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慶長 11年には、現在も残る町割りが完成した。こうして江戸時代には藩の保護や一般需要

の増加もあり、美濃和紙は、幕府・尾張藩御用達となっていった。明治維新により、紙すき

業に必要だった免許の制限がなくなり、製紙業が急増し、国内の需要や海外市場の進出など

もあり、美濃は紙と原料の集積地として栄えた。しかし、濃尾震災と太平洋戦争の影響で、

物資不足、人材不足などが生産に大きく影響し、陰りを落とすようになった。その影響は大

正時代にも続いて行く。機械抄きが導入し、戦後には石油化学製品の進出が続いた。美濃で

は日用品を主とした素材を中心に生産していたため、打撃が大きく、昭和 30年には、1200

戸あった生産者が、昭和 60 年では 40 戸に減ってしまった。現在では、20 戸程度になって

いる。美濃和紙は機械で漉く和紙を含め、美濃で作られた和紙全般を指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←図.5 現在の大矢田地

区 

←図.6 小倉公園 
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図.7 

(引用元：https://digitalarchiveproject.jp/)  

美濃和紙の中でも重要文化財指定の材料、道具を使い認められた職人が漉いた和紙のみ「本

美濃和紙」と呼ぶことが出来る。上品な色合いや、薄くても布の様に丈夫で太陽の光に透か

した時の美しさから本美濃和紙は江戸時代以来最高級の障子紙として高く評価されてきた。

美濃和紙の長い歴史の中で伝統の技が受け継がれてきたことなどが評価され、本美濃和紙

は、昭和 44年に国の重要文化財に指定され、平成 26 年には、ユネスコ無形文化遺産(人類

の無形文化遺産の代表的な一覧表)に日本の手漉き和紙技術(石州和紙・本美濃和紙・細川

紙)が登録された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.8 美濃の紙の内訳を表した図 

前述にも書いた通り、和紙の製法には「手漉き」と「機械抄き」がある。 

〈手漉き〉 

手漉きは、伝統的な「流し漉き」「溜め漉き」の技法を使用し、職人が一枚一枚丁寧に漉い

ている。仕上がった紙には四方に手漉きの特徴である「耳」がある。また、職人の手作りの

為、一点として同じものはない。手漉きの技法には、前述でも述べた通りに 2種類の技法が

ある。「流し漉き」は日本独特の技法で、靱皮繊維（雁皮・三椏・楮など）の紙料にネリ(植

物性粘液)を混ぜ、簀桁ですくい上げ、全体を揺り動かしながら紙層をつくり、簀桁を傾け

て余分な紙料を流しながら漉く。繊維が絡み合うため、横にも縦にも破れにくい紙が出来る。

「溜め漉き」は、中国古来の紙漉きの技法。日本独自の流し漉きと違い、ネリを用いず一枚

ごとに簀桁の中の水を簾の間から自然に落として漉き上げるので、「機械抄き」では製造で

きない厚さのある紙を造る事ができる。証券や賞状などに用いられる局紙は溜め漉きで漉

https://digitalarchiveproject.jp/
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かれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.9 

(引用元：https://hanako.tokyo/learn/122419/#heading-1) 

〈機械抄き〉 

「機械抄き」は和紙の伝統的な技法である「流し漉き」の手法を機械に置き換えて製造する

方法。比較的均一な紙を造ることができ、洋紙ほどではないが大量に生産をする事が可能で

ある。しかし、伝統的な原料から製造するので、「手漉き」と同様に天然原料の持つ光沢や

風合いを活かした美しく強靭な紙を造る事ができる。本来は「手漉き和紙」こそが「和紙」

という存在であったとされている。しかし、日本古来の「手漉き」が色々な道具や手法を取

り入れて進歩し、現在に至ったという事を考えると「機械抄き」も「和紙」の形の一種と考

えられている。 

 

 

図.10 

(引用元：https://marujyupapercompany.business.site/) 

 

  

https://hanako.tokyo/learn/122419/#heading-1
https://marujyupapercompany.business.site/
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第３章 和傘の歴史 

 

1.和傘について 

 

世界で初めて傘が登場したのは、約 4000 年前の古代エジプトやペルシャで、当時の壁画

にもその様子が残っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.11 傘が登場した古代エジプトの壁画 

(引用元：https://parasolumbrella.web.fc2.com/) 

当時は、今の様に雨をしのぐ道具として使用しておらず、太陽の日差しを遮る事を目的とし

た日傘として使われだした。また、現在の様に開閉機能はなく、常時開きっぱなしだった。

その後、傘はヨーロッパに渡り、富の象徴として多くの貴族が使用する事になった。13 世

紀頃(西暦 1201～1300)のイタリアでは、傘の骨組みとなるフレームが考案され、18世紀頃

になると現在のような傘の形状になった。そして、これまで日傘として使われてきた傘だっ

たが、次第に雨避けとして傘をさす人が増えていった。日本で最も古く傘についての記述が

あるのは、日本最古の歴史書である「日本書紀」に登場した。日本書紀で記述されている傘

は、現代の傘の形状ではなく、「かぶりがさ」と知られる笠である。また、古墳時代には笠

をかぶった埴輪なども残されている。 

https://parasolumbrella.web.fc2.com/
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↑図.12被り笠のイラスト 

(引用元：https://www.irasutoya.com/2017/09/blog-post_188.html) 

この当時の笠の材料は、イグサ、ヒノキ、竹などが使われている。この被り笠は現在も屋外

の労働に、雨や日よけとして広く東南アジア各地でも使われている。一方、軸を中心に頭の

上に広げる「傘」が日本に伝来した時期については、詳しく分かっておらず、古墳時代の後

期、鉄明天皇の時代には、百済から仏具の傘(天蓋)が日本に献上したと記憶されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.13 内仏殿 4階宝蔵大日堂（人天蓋） 

(引用元：http://fukagawafudou.jugem.jp/?eid=926) 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.irasutoya.com/2017/09/blog-post_188.html
http://fukagawafudou.jugem.jp/?eid=926
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↑図.14 内仏殿 2階位牌堂（仏天蓋） 

(引用元：http://fukagawafudou.jugem.jp/?eid=926) 

和傘は平安時代前後に仏教やお茶・漢字等と同じく中国から伝来したと言われている。平

安時代に登場する和傘は現在のような形ではなく、傘(蓋・笠)であり、天蓋のような覆う形

のような物で、貴人に差し掛けて日除けや魔除け、権威の象徴として使用されていた。また、

この時代では傘は開いたままで、閉じる事は出来なかった。開閉が出来る様になったのは、

安土桃山時代で、その頃には、製紙や竹細工の技術の進歩により、和紙に油を塗り防水性を

持たせ、開閉できる「和傘」が作られるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.15江戸時代に描かれた浮世絵 

  (引用元：https://hiyoshiya.wagasa.com/kyowagasa/history/) 

和傘が広く一般に使われだしたのは分業制の発達した江戸時代中期のことで、江戸時代の

浮世絵にも傘をさしている町人の姿が多く見受けられ、生活必需品として、広く普及して

いた事が伺える。普及するにつれ、和傘はただの日常品としてだけでなく、装いにアクセ

ントを付けるファッションの小道具でもあったので、美しさも兼ね揃える様な様々な技巧

やデザインを凝らした和傘が生まれた。和傘は、日常使いだけでなく、歌舞伎や日本舞

踊、茶道の中でも取り入られてきた。また、傘に屋号をデザインしたものを客に貸与する

事で、雨具としてだけでなく、宣伝の道具としても使われた。 

http://fukagawafudou.jugem.jp/?eid=926
https://hiyoshiya.wagasa.com/kyowagasa/history/
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↑図.16葛飾北斎画『隅田川両岸一覧』 

(引用元：https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/3442208/1/5) 

和傘は、和紙、竹、木などの自然素材で作られており、和紙は、柿渋や油などを塗って防

水加工したものなどが用いられている。その和紙を数十本の骨組みで支える構造となって

いる。柄と骨部分には主に竹や木が使用されている。和傘の種類は、以下の種類がある。 

・番傘(ばんがさ) 

江戸時代に誕生した和傘。特徴としては、シンプルな構造と無骨な重厚感が挙げられる。

持ち手は太い竹を使用し、傘布に使われる油紙は厚く、基本的に無地で、洋傘と比べると

大振りで重量がある。番傘は、もともと商家が屋「〇〇の十三番」を入れて使用していた

事から番傘と呼ばれるようになった。 

 

 

↑図.17番傘(ばんがさ) 

(引用元：https://www.kyoto-tsujikura.com/bangasa/) 

・蛇の目傘(じゃのめがさ) 

歌舞伎役者が舞台で使用することでおなじみの蛇の目傘。特徴は、骨組みの細さと装飾的な

https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/3442208/1/5
https://www.kyoto-tsujikura.com/bangasa/
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趣向である。江戸時代に軽量化されたことで、腰に差して使われていた。番傘に比べるとデ

ザイン性があり、細身の骨を使用していて、女性でも使いやすい傘だ。中を白く、周辺を黒・

紺・赤などで太く輪状に塗った模様が、蛇の目に見える事から、「蛇の目」と呼ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.18 蛇の目傘(じゃのめかさ) 

(引用元：https://www.kyoto-tsujikura.com/product/kiwami-021/) 

・日傘(ひがさ) 

日傘は傘布に油による防水加工をしていないため、雨傘としては使用できないが、和傘独特

の風合いや、程よく日光を遮り、透過する見た目が非常に美しいため、夏場に活躍する和傘

だ。特徴としては、一般的に雲龍紙を使用したものが定番だが、一本ずつ表情の異なる手絞

りの和紙を使ったものから、華やかな型染和紙を使ったものまで、多種多様だ。ろくろ部分

には、飾り糸が付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.19 日傘(ひがさ) 

(引用元：https://www.kyoto-tsujikura.com/product/shiborizome-02/) 

https://www.kyoto-tsujikura.com/product/kiwami-021/
https://www.kyoto-tsujikura.com/product/shiborizome-02/
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・舞傘(まいがさ) 

名前の通り主に舞台で使用される和傘で、和紙のものから絹を使った高価なものもある。デ

ザインは、舞の邪魔にならないように基本的に無地の物が多いが、「助六」と呼ばれる紫地

に白い輪状に色抜きしたものから渦巻き模様などもある。舞傘も防水加工はされていない

が、日傘としても活用可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.20 舞傘(まいかさ) 

(引用元：https://hiyoshiya.wagasa.com/kyowagasa/wahigasa/) 

この様に、和傘には雨傘としてではなく、日傘や舞傘、宣伝の為にも使われてきた。 

次に、岐阜和傘の制作過程を述べていく。和傘の制作は大きく分けて、轆轤・柄作り、つな

ぎ、張り、仕上げの工程がある。一般的な轆轤作り以外の工程は現在も手作業で行われてい

る。また、和傘は「分業制」で作る事が特徴で、この制度がある事で、大量生産と品質の向

上が図られてきた。 

 

↑図.21 傘張り図(「職人尽画」全 18の図の内)江戸時代後期 

(引用元：https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/exhibition/event/gifu-

wagasa2022/) 

https://hiyoshiya.wagasa.com/kyowagasa/wahigasa/
https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/exhibition/event/gifu-wagasa2022/
https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/exhibition/event/gifu-wagasa2022/
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傘張りは、以下の工程で作られた。 

①親骨先端の軒と軒糸に、帯状に軒紙を張る。(軒付け) 

②親骨と小骨をつないだ中節と中糸の上に中置紙を張る。(中置紙張り) 

③軒から中心にかけて、平紙を親骨に張る。(平張り) 

④頭轆轤に紙を巻き、親骨とつないだ部分に、カナヘラやカナオサエヘラで天井紙を押し込

み、ひだを作りながら張る。更に数度頭轆轤に紙を巻き張り、下部を天井紙と接着する。(天

井張り) 

⑤小骨の手元轆轤とつないだ部分に、手元紙カナヘラやカナオサエヘラでひだを作りなが

ら張る。(手元紙張り) 

この工程で傘に和紙を張っていく。 

 

2．岐阜和傘の成り立ち 

 

岐阜和傘は、主に加納地区で作られてきた。岐阜和傘の起源として、今現在考えられてい

るのは二つの説がある。 

①寛永 16年(1639年)藩州明石藩主戸田丹波守重(7万石)が加納城に移封された時、一所に

明石から傘屋金右衛門一家を連れ、傘張りを始めさせた。(文化 2 年〔 1805〕 6 月の久運

寺留書の記事より )。金右衛門が加納にきたという事実はあるが、それが直接に傘産業を興

した時は、まだ傘が一般庶民には使用禁止されていたので、家中の需要に応ずるのみの商品

製造販売しかされていなく、あまり需要が無かったため、発達したとは考えられにくい。 

②宝暦 6 年(1756)永井伊賀守尚陳が加納に移封されたとき、わずか 3 万 2 千石と 10 万

石の城下町にとって財政が苦しく、家臣たちは生きていくために、“武士は食わねど高楊子”

という言葉が生まれた。生活は苦しいが、武士は内職が許された時代ではなかったので、目

立たない内職として傘骨削り、轆轤作りに従事し、また藩主の奨励が出たことにより地場産

業として確立していった。また永井氏の時代、天保年間 (1781～ 88)には都会で傘の需要

が高まってきた時代で産業として伸びた時期と思われる。(引用元：岐阜大学地域課学部，

地域学実習報告書，2004，3，第 7章加納の和傘産業と現状とこれから，p.22) 

この様に、岐阜和傘の起源は諸説ある。また①は、藩主の移封では、城下の商工業者が従わ

れるのは通例で、その中で金右衛門が一緒に来たのもあり得る事から、この金右衛門が加納

で傘を広めたといえるかもしれない。加納にある久運寺の過去帳には、初代金右衛門から 3
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代目まではっきりと傘屋長次郎と記されている。しかし、金右衛門が傘を加納で発達させた

かは記されていないため不明である。また、戸田氏は 7万石といえども領地はだいぶ輪中地

帯にあり、災害が度々続き、財政が苦しかったと考えられる。その為、戸田氏が移封された

頃は加納で岐阜和傘が産業として成立するほどではなかった。一方、宝暦 5年に加納城の藩

主となった永井直陳の頃は、傘の需要が増え、産業として成立する基礎が確立されてきたと

考えられる。寛永の歴史的起源と宝暦の産業的起源の二つが岐阜和傘の起源であるといえ

る。 

加納で和傘の産業が本格化したのは、永井直陳が加納城藩主をしていた時代である。石高の

減少や度重なる水害による財政難のため、武士に和傘の内職を薦めた。本格化した頃には、

武士は傘骨削り、埴輪作り、柄竹作りなどをし、加納町民・農閑期の農民は傘張り、仕上げ

をするなどといった分業制が生まれてきた。この分業制があったからこそ加納で和傘が栄

えたともいえる。 

文政 9 年になると宮田吉左衛門(江戸席酒造家で宿老)と森孫作(脇本陣の年寄)が加納藩よ

り領分傘問屋を申し付けた。この狙いとしては財政難に苦しむ藩役人が城下の傘作りに専

売制を実施し、江戸積産業を育成して、その利益を回収しようとした。この統制は全体で 5

万本を超えていったが長くは続かなかった。また、この江戸積については、従来仲買人制度

の頃から行われており、統制の時期に始まったものではない。 

加納傘の生産量はその後年々増えていき、安政 6 年の 4 月の「加納領傘銀桟留出来数取調

帳」によると、傘生産者が加納の町内に 35人で、その中の上位の三つの業者の主な販路と

して、江戸、京都などの遠隔地で出荷し、それ以外の業者は岐阜・名古屋など近辺に出荷し

ていた。その時の加納で作られた傘の生産量は、業者によってばらつきはあるが、全て合わ

せると加納町内だけで、49万 1380本を生産していた。 

明治維新の後、当時の加納藩主と重役は東京へ移住したが、一般武士はほとんど残り、傘

生産に従事した武士も多く残った。明治 5年頃には、上加納の中村源之助が絵日傘を神戸の

イギリス商人と取引し、杉山新七は小型の絵日傘を製造して海外輸出を試みた。この年は年

間 150万本の生産を記録した。明治 12年には、オーストラリアのシドニーで万国博覧会が

開催され、加納の赤塚源次郎が加納傘 13種を出品した。この事が岐阜和傘の海外進出への

基礎を築き上げた。その後、東海線開通により、郵送時間の短縮、包装堅固などの企業利益

からほとんどの業者が製品郵送で往来使っていた水運から鉄道を使うようになり、東京が

主な取引先だったが、他府県の直接販売に成功し、北は北海道、南は宮城県まで京阪地方に
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も直接販売を拡張していった。明治 36 年第五回国内勧業博覧会が大阪で開催されるとき、

加納傘問屋から多数出品をし、加納傘の精美にして安価であるため飛ぶように売れ、それ以

降も出店をし、加納傘は 1日 1万本から 2万本へと著しく生産量が増加した。しかし、大正

元年に入ると、大阪の松坂屋が原価を無視した宣伝がされ、傘は飛ぶように売れ、同様の事

を松坂屋だけでなく、三越、大丸でも行われ、京都、東京にも波及した。しかし、この事態

は都市の傘小売店に大影響を与え、問屋や製造元までに影響は広がった。その結果、安価に

傘が大量に売られた事で粗製品であるように思われ、実際粗製品が市場に出回り、評判が悪

くなった。昭和に入り、当時の岐阜和傘同業組合の会長だった赤塚源八は県当局から助力を

得て、取引上の欠陥、製品、業界の改良、回復をし、以前あった組合を解散させ、昭和 10

年に新たに「岐阜県傘商業組合」を誕生させた。その後、昭和 20年代半ばには、生産 1000

万本を超えている。その後は洋傘の普及、交通機関の発達、生活様式の変化により、和傘の

需要は戦争直後で物資不足だった昭和 23年～25年をピークに急激に落ち込み、洋傘の生産

と和傘の生産が逆転した。 

 

表１．岐阜和傘生産(昭和 6年～10年) 

年度 製造戸数(戸) 雨傘価格(円) 日傘価格(円) 計(円) 

昭和 6年 2184 3841893 420930 4262823 

昭和 7年 16341 3054398 403672 3458070 

昭和 8年 1862 3441450 313584 3755034 

昭和 9年 2003 2813356 323093 3136449 

昭和 10年 2123 3645629 415347 4060976 

 

 

3.長良川と岐阜和傘の関係性について 

 

長良川は岐阜和傘にとって欠かせない存在だ。長良川は、公共交通機関が発達する前、運

送の手段として使われてきた。 
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↑図.22 長良川 

(引用元；https://www.gifucvb.or.jp/inquiry_sightseeing/index.php ) 

 

各地で城下町や門前町、宿場町などの建設の為に大量の木材が運ばれたり、幕府・大名の御

用物資・年貢米などの郵送、各地の商品生産との流通や荷船による船運の役割などにも長良

川は活躍してきた。長良川流域には各地に川湊ができ、大小の船が頻繁に往来していた。 

  

 

 

 

 

 

↑図.23 長良川川湊絵図(1698) 

(引用元：https://gifurekisi.web.fc2.com/rekisi/no27.htm ) 

また、長良川が伊勢湾に繋がる事から東京や大阪にも出やすかった。その為、岐阜和傘の原

材料である和紙や竹なども頻繁に運送されていた。また、加納町が長良川に近い事もあり、

出来た和傘をすぐに東京や大阪に出荷出来る位置にあった。また、長良川は水運としての役

割だけでなく、文化の発達の役割もしていた。長良川の流域には多くの伝統文化が生まれた。

清流の水を使い染める郡上本染、長良川と津保川の水運や水を使う関市の刃物産業、長良川

で捕れる鮎を取る漁法鵜飼などが挙げられる。その内の一つが岐阜和傘である。長良川流域

には上述でも述べた通り様々な伝統文化が誕生してきた。その中には、岐阜和傘の原材料と

なる美濃和紙、周辺の産地で取れる良質な竹、エゴの木、柿渋・亜麻仁油・桐油などがあっ

た事と運送の事も合わせると岐阜和傘を作る環境が整っていた。長良川があったからこそ

岐阜和傘は発達してきたのである。 

https://www.gifucvb.or.jp/inquiry_sightseeing/index.php
https://gifurekisi.web.fc2.com/rekisi/no27.htm
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第４章 デジタルアーカイブと地域活性化 

 

 1.デジタルアーカイブについて 

 

今回の研究では、デジタルアーカイブを活用している。デジタルアーカイブとは、「デジ

タル技術を用いて作成されたアーカイブという意味の造語」(特定非営利活動法人，“デジタ

ルアーカイブとは”，https://jdaa.jp/ ，最終閲覧日：2023 年 12 月 26 日)だ。アーカイ

ブは、古文書や公文書館というのが元来の意味である。デジタルアーカイブの対象は、公的

な博物館、図書館、文書館の収蔵資料、自治体・企業等の文書・設計図・映像資料などを含

め有形無形の文化・産業資源など多岐に渡る。また、完成されたものだけでなく、そのプロ

セスに関する資料も対象となる。デジタルアーカイブはそれらを収集するだけでなく、デジ

タル形式で記録し、データベースの技術を用いて保存、蓄積をして、ネットワーク技術を用

い検索を可能にすることで、持続的に活用するまでがデジタルアーカイブである。この様に

蓄積したデータは、研究や学習支援、地域の振興、防災、経済の発展、新たなコンテンツの

創作などの活用が可能となる。この事からデジタルアーカイブは地域循環型社会の社会基

盤として重要視されている。 

 

 

 

 

 

 

↑図.24 

(引用元：https://jdaa.jp/) 

デジタルアーカイブにする事で、文字、図表、画像、映像、音声などの様々な情報を統合し

て扱う事ができ、保存や複製をしても劣化しない事が特徴である。また、分野を横断した関

連情報の連携・共有も可能となり、ネットワーク技術を使い、時間や場所にとらわれず情報

やコンテンツへのアクセスも簡単に行える事からデジタルデータのメリットや特徴がデジ

タルアーカイブの役割を担っている。デジタルデータで記録する事で、長年の経験や研鑽に

より培われた個人の技術などは、言葉や文字にも表しにくいため継承が困難になる事も少

https://jdaa.jp/
https://jdaa.jp/
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なくない。しかし、デジタルデータを活用する事で、形式化出来る可能性があり、技術の継

承や知識の共有などに役立てる事が出来る。また、文化財や文化遺産がアーカイブされると

考えがちだが、地域の文化や伝統芸能、生活の記録は、貴重な地域資産としての価値があり、

産業技術や職人の技術などを中心とした伝統産業、日常の生活、テレビ、ファッションなど

も社会全体の財産を記録として残す事が求められている。また、過去だけでなく今も残す事

も必要である。今を記録し、残していく事で、震災や自然災害の復興に役立つことも重要視

されている。これらがデジタルアーカイブの役割である。デジタルアーカイブの活用事例と

して多いのは、博物館、図書館、公文書館などの公的な施設が多い。特に博物館は、デジタ

ルアーカイブを利用したデジタルミュージアムを各地の博物館や大学で行っている。岐阜

女子大学でもデジタルミュージアムが行われており、内容としては、全国各地の文化情報を

取り扱っている。 

 

 

 

 

 

 

↑図.25 岐阜女子大学デジタルミュージアム 

(引用元：http://dac.gijodai.jp/) 

また、デジタルアーカイブのメタデータを提供し、検索・閲覧・活用できるプラットフォー

ム「ジャパンサーチ」もある。日本国内で保有する様々な分野のコンテンツを提供している。

利活用の例としては、検索機能を提供したり、インターネット上でギャラリーを作る事が出

来る。 

 

 

 

 

 

 

 

http://dac.gijodai.jp/
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↑図.26 ジャパンサーチ 

(引用元：https://jpsearch.go.jp/) 

 

2.岐阜県とデジタルアーカイブの活用例について 

 

ここでは、実際に岐阜市ではどの様なデジタルアーカイブが活用されているかを述べて

いく。 

①岐阜市 digitalarchive写真貸出システム 

このサイトでは、岐阜市の「観光振興を目的とした広報活動に利用してもらう事を目的とし

たデジタルアーカイブを活用したサイトである。デジタルアーカイブの対象は、岐阜市の伝

統文化である鵜飼を始め、長良川や金華山、史跡・旧跡、町並み、博物館など岐阜市が対象

である。写真貸出システムというサイト名の通りに写真を利用する際には、利用申し込みを

する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.27 岐阜市 digitalarchive 写真貸出システム 

(引用元：https://gifucity-archive.jp/) 

 

 

  

 

 

 

↑図.28 利用申し込みページ 

(引用元：https://gifucity-archive.jp/) 

https://jpsearch.go.jp/
https://gifucity-archive.jp/
https://gifucity-archive.jp/
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②岐阜県図書館 

岐阜県図書館では、岐阜県関連資料や地図資料等を図書の検索と同じように「資料検索」の

ページからキーワードで検索できるようになっている。岐阜県図書館では、ウェブサイトで

公開しているデジタルコレクションで、パブリックドメインを付している画像は、申込書等

の手続きが条件を守った上で不要となっている。 

 

 

 

 

 

 

↑図.29 岐阜県図書館 デジタルコレクション 

(引用元：https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-books/digital-collection/) 

 

 

 

 

 

 

↑図.30 岐阜県図書館資料検索 

(引用元：https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-books/digital-collection/) 

③岐阜市歴史博物館  

岐阜市歴史博物館では、ウェブサイトに館蔵品一覧を公開している。館蔵品一覧では、岐阜

市歴史博物館が所蔵する資料をテーマごとに紹介している。テレビ放映や刊行物への掲載、

インターネット公開、展示パネルでの刑事での目的で利用する場合は、申請を行う必要があ

る。 

https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-books/digital-collection/
https://www.library.pref.gifu.lg.jp/find-books/digital-collection/
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↑図.31 岐阜市歴史博物館 

(引用元：https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/collection/) 

 

 

 

 

 

 

↑図.32 岐阜市歴史博物館 鵜飼資料ページ 

(引用元：https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/collection/ ) 

④岐阜県博物館 デジタル展示室 

ここでは、岐阜県博物館の収蔵品がインターネット上で誰でも見られるようになっている。

カテゴリに分かれており、収蔵品の写真は、様々な角度から見られるようになっている。所

蔵品の説明もされている。 

 

 

 

 

 

 

↑図.33 岐阜県博物館 けんぱくデジタル展示室 

(引用元：https://www.gifu-kenpaku.jp/information/ouchi/digital/list/06.html) 

https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/collection/
https://www.rekihaku.gifu.gifu.jp/collection/
https://www.gifu-kenpaku.jp/information/ouchi/digital/list/06.html
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↑図.34 岐阜県博物館 資料ページ 

(引用元：https://www.gifu-kenpaku.jp/information/ouchi/digital/list/06.html) 

 

岐阜県でデジタルアーカイブを行われているのは、公的な施設が多かった。今回だと博物館

や図書館だとほとんどの所では、所蔵されている作品が家にいても見られる様になってい

た。また、データでの貸し出しや画像を静止画だけではなく、様々な角度から見られるよう

な工夫をしている事が分かった。 

⑤伝統工芸品のデジタルアーカイブの活用事例について 

ここでは、実際に伝統工芸品のデジタルアーカイブ化をし、どの様な活用がされているの

かを国立工芸館の一例を基に述べていく。 

・国立工芸館 

国立工芸館では、2020年 10月に石川県金沢市に移転開館した国立工芸館が所蔵する一部の

工芸作品を、3D デジタルアーカイブ化をし、設置したタッチディスプレイで公開した。ま

た、2D でのデジタルアーカイブ化も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.35 国立工芸館 3D鑑賞システム 

(引用元：https://www.momat.go.jp/craft-museum/learning) 

https://www.gifu-kenpaku.jp/information/ouchi/digital/list/06.html
https://www.momat.go.jp/craft-museum/learning
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上の写真の様に作品が展示された。実物展示では見られない展示品の器物の底などが見ら

れるように様々な角度から見られる仕様となっている。展示品の写真だけでなく、キャプシ

ョンも一緒に組み込まれている。 

 

 

 

 

  

↑図.36 国立工芸館 展示品の画面 

(引用元：https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160968_1641.html) 

上の図の様な画面になっており、タッチディスプレイの為、来館者が好きな様に展示品を動

かし、見る事が出来る。また、多言語にも対応している。2Dの方では、国立工芸館のコレク

ションの中で気になる作品画像からその作品の解説や技法を閲覧する事が出来る。検索機

能が主となってくるため、年代選択から選ぶことが出来たり、分類選択など様々な角度から

検索する事が出来る。 

 

↑図.37 国立工芸館 2D 鑑賞システムの画面 

(引用元：https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html) 

この様な画面から来館者が好きな作品を選ぶことが出来る様になっている。 

https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160968_1641.html
https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html
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↑図.38 国立工芸館 作品選択画面 

(引用元：https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html) 

作品を選択すると「解説」・「技法」・「拡大画像」を見る事が出来る。2Dなので、3Dの様に

自分で様々な角度を見ようと動かす事は出来ないが、拡大をしたり、解説だけでなく、技法

も合わせて見る事が出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.39 国立工芸館 年代選択の画面 

(引用元：https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html) 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html
https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html
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↑図.40 国立工芸館 分類選択の画面 

(引用元：https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html) 

検索機能では、様々な方法から検索する事が出来る。年代からの検索では、選択された年代

に該当する作品一覧が表示される。分類選択でも選択された分類に該当する作品の一覧が

表示される。 

国立工芸館では、デジタルアーカイブを展示する事によって、様々な方面から伝統工芸品

について知る事ができる様になっていた。国立工芸館は当初、展示品を飾る際に鏡を使うと

いう案もあったが、物理的規約に縛られない仮想現実を用いて作品を紹介する取り組みを

行った。デジタルアーカイブを用いる事で、今まで見られなかった部分を見る事ができるの

は、デジタルアーカイブを活用したからこそ伝統工芸品に身近に触れて知ってもらうが出

来るのである。 

 

  

https://www.dnp.co.jp/biz/case/detail/10160972_1641.html
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第５章 岐阜市文化遺産デジタルアーカイブ 

 

1．岐阜市文化遺産とデジタルアーカイブの関係性について 

 

ここでは、岐阜市文化遺産とデジタルアーカイブの関係性について詳しく述べていく。文

化遺産とは、その国や地域またはコミュニティの歴史・伝統・文化を象徴した存在である。

文化遺産は様々な種類があり、有形の物から無形の物まである。岐阜市にも様々な文化遺産

がある。今回の研究のテーマである伝統工芸品から史跡や銅像、絵画など様々な文化遺産が

岐阜市にある。様々な文化遺産が岐阜市にある中でその文化遺産がどこにあるのかどの様

な物なのかを紹介するためにもデジタルアーカイブという方法は最適であると思う。実際

に、岐阜市のホームページには岐阜市の文化遺産を紹介するページがある。 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.41 岐阜市ホームページ 文化遺産紹介ページ 

(引用元：https://www.city.gifu.lg.jp/) 

上の写真の様に、写真だけでなく、解説や史跡についての歴史もアーカイブをしている。そ

の他にも文化財一覧では、国指定の文化財は、文化庁のホームぺージにリンクが飛ぶように

なっている。 

 

 

 

 

 

 

↑図.42 文化庁 国指定文化財等データベース 

https://www.city.gifu.lg.jp/
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(引用元：https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/301/94) 

また、前述でも述べた通り岐阜市にある博物館や図書館に所蔵している作品もサイト上で

公開されている。岐阜市立図書館でも所蔵している文化財をデジタルアーカイブとして誰

でも見られるようになっている。 

 

 

 

 

 

↑図.43 岐阜市立図書館 デジタルアーカイブ 

(引用元：https://www2.gifu-lib.jp/archives/) 

また、メディアコスモスでは、昔の地図や写真、伝統工芸品などをデジタルアーカイブした

物を今と比べたマップが一階のシビックプライドプレイスで展示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.44 メディアコスモス シビックプライドプレイス 

(引用元：https://www.homes.co.jp/cont/press/buy/buy_01338/) 

また、シビックプライドプレイスの横には、岐阜市の伝統工芸品の展示がされており、実際

に手に取って触る事ができるコーナーがある。 

この様に岐阜市では文化遺産をデジタルアーカイブし、活用している。文化遺産をデジタル

アーカイブする事で町おこしや後世に伝える役割をしている事が分かった。 

 

2.岐阜和傘デジタルアーカイブのコンテンツ構成 

 

ここでは、デジタルアーカイブを使って岐阜和傘のコンテンツの構成を述べていく。デジ

https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/301/94
https://www2.gifu-lib.jp/archives/
https://www.homes.co.jp/cont/press/buy/buy_01338/
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タルアーカイブを使ったコンテンツはたくさんあるが、今回は岐阜和傘の歴史・技術を知ら

ない人、若い世代に向けたコンテンツを構成する。今回このコンテンツとして入れる要素で

特に重要視して入れる要素は「歴史」と「技術」である。まず初めに「歴史」と「技術」を

どの様な構成でデジタルアーカイブにしていくかを述べていく。この構成でのデジタルア

ーカイブの撮影方法は、写真を中心に考えている。また、どの様な所を撮影するかは、岐阜

和傘だけを撮影するのではなく、岐阜和傘に関わる場所や物、加納の歴史、岐阜和傘を作成

している様子などをデジタルアーカイブにしていく。また、デジタルアーカイブをした物は、

一つのウェブサイトにまとめたいと考えている。そこでは、「歴史」と「技術」をカテゴリ

に分ける。例えば、一つのウェブサイトで「歴史」と「技術」を分ける事で、検索をもっと

しやすくなると考える。また、解説も詳しく書いていきたいと考える。 

岐阜和傘のデジタルアーカイブコンテンツ 

図.45トップページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図.46 「歴史」のページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史 

 

技術 

岐阜和傘のデジタルアーカイブ 

岐阜和傘の歴史 

詳細検索 

写真 歴史の

解説 
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図.47「技術」のページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図.48 アーカイブのページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.49 岐阜市の伝統工芸品に関連する場所についての Webページ 

歴史と技術を中心にアーカイブをしていく予定だ。アーカイブで載せる写真や動画は、様々

な方向から撮っていく。このウェブサイトでは、岐阜和傘の歴史と技術を知らない人や若い

岐阜和傘の技術 

詳細検索 

写 真 と 動

画 

技 術 の 解

説 

 

アーカイブをした写

真と動画 

 

解説 

資料名 
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世代の人にも分かりやすく伝える事が目的のコンテンツにしてく。 

 

3.岐阜市伝統工芸品と長良川の関係性のアーカイブのコンテンツ構成について 

 

ここでは、岐阜市の伝統工芸品と長良川の関係性を分かりやすくまとめたコンテンツの

構成にしていく。前述では、岐阜和傘を中心に取り上げてきたが、このコンテンツでは、岐

阜市の伝統工芸品である岐阜和傘を始め、岐阜うちわ、岐阜提灯の共通点である長良川の関

係性について写真や図、表などを用いて、若い世代の方にも分かりやすく伝えたいと考えて

いる。まずは、岐阜和傘と岐阜うちわ、岐阜提灯の説明をするページを設ける。その後、長

良川についてのページを設け、長良川と岐阜市の伝統工芸品をデジタルアーカイブでの資

料を使いながら、図や表を用いて、コンテンツの構成案について説明していきたいと考えて

いる。 

図.50 トップページ案 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.51 岐阜和傘、岐阜提灯、岐阜うちわの紹介ページ案 
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図.52 岐阜市の伝統工芸品と長良川の関係性のアーカイブページ案 

 

 

 

 

 

 

 

 

この様に図や写真を使って分かりやすく岐阜市の伝統工芸品と長良川の関係性のアーカイ

ブのウェブサイトでまとめていく。今回は、ウェブページを実際に作った。その作った Web

ページが下記のものである。 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.53 実際に訪問した場所をアーカイブした Webサイト(トップページ) 

(引用元：

https://digitalarchiveproject.jp/database/%e5%b2%90%e9%98%9c%e5%92%8c%e5

%82%98/) 

長良川のアー

カイブと長良

川で作られた

工芸品につい

て 

 
岐阜提灯

について 

岐阜うちわ

について 

岐 阜 和 傘

について 

https://digitalarchiveproject.jp/database/%e5%b2%90%e9%98%9c%e5%92%8c%e5%82%98/
https://digitalarchiveproject.jp/database/%e5%b2%90%e9%98%9c%e5%92%8c%e5%82%98/
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↑図.54 訪問した場所の写真と説明文 

(引用元：

https://digitalarchiveproject.jp/database/%e5%b2%90%e9%98%9c%e5%92%8c%e5

%82%98/) 

長良川のアーカイブや図を用いながら、流域にある伝統工芸品も一緒に紹介していく事で

関係性について詳しく理解してもらえる様にする。このウェブサイトで長良川と岐阜市の

伝統工芸品の関係性について若い世代や知らない人にも興味を持ってもらえるサイトにす

る。 

 

4.岐阜市文化遺産の活用について 

 

ここでは、デジタルアーカイブ以外に現在岐阜市文化遺産を知ってもらえるまたは盛り

上げているどの様な活用をしているかを述べていく。 

・和傘 CASA 

和傘 CASAは、岐阜県岐阜市港町にある岐阜県で唯一の和傘専門店である。長谷川てしごと

町屋というお店の中に和傘 CASA はある。和傘 CASA では、和傘の販売から貸出までやって

いる。和傘 CASAは店舗からの販売もしているが、インターネット上での販売も行っている。

店舗では、実際に和傘を触る事ができ、レンタルをしている。和傘 CASAの建物には和傘以

外にも提灯や活版印刷など様々な文化遺産も取り扱っている。 

https://digitalarchiveproject.jp/database/%e5%b2%90%e9%98%9c%e5%92%8c%e5%82%98/
https://digitalarchiveproject.jp/database/%e5%b2%90%e9%98%9c%e5%92%8c%e5%82%98/
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↑図.55 店内の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.56 店内の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.57 店内の写真 
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↑図.58 和傘の一日レンタルのチラシ 

  

 

 

 

 

 

↑図.59 レンタルの和傘 

・岐阜灯り物語 

岐阜市で行われる岐阜市の伝統工芸品とプロジェクションマッピングがコラボしたイベン

トが岐阜公園や正法寺等で行われる。このイベントは、毎年行われており、岐阜和傘と岐阜

提灯を用いて行われる。また、連動イベントとして、岐阜駅前広場から金公園でも同様のラ

イトアップが行われている。 
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↑図.60 岐阜灯り物語のチラシ 

(引用元：https://www.city.gifu.lg.jp/kankoubunka/kankou/1005049/1022181.html) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.61 岐阜灯り物語のチラシ 

(引用元：https://www.city.gifu.lg.jp/kankoubunka/kankou/1005049/1022181.html) 

ここでは、岐阜市の文化遺産をデジタルアーカイブ以外の方法で紹介しているイベントや

店などについて紹介してきた。 

 

  

https://www.city.gifu.lg.jp/kankoubunka/kankou/1005049/1022181.html
https://www.city.gifu.lg.jp/kankoubunka/kankou/1005049/1022181.html
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第６章 結 言 

 

本研究では、岐阜和傘の歴史と技術を中心に岐阜市の伝統工芸品と長良川の関係性をデ

ジタルアーカイブを用いて、若い世代や岐阜市の伝統工芸品を知らない人に伝えていく事

を目的にこれまで述べてきた。若い世代や岐阜市の伝統工芸品を知らない人に、技術と歴史

を伝えるためには、紙媒体だけでなく、デジタルアーカイブを活用する事でより多くの人の

目に留まるのではないかと私は考えた。 

岐阜市の伝統工芸品を多くの人に知ってもらえる事で、現在問題視されている後継者不

足が解消するのではないかと私は考える。岐阜和傘では、和傘を非日常の物として使うので

はなく、昔の様に普段使いしてもらえる様に様々な取り組みが行われている事が本研究を

進めていく中で分かった。岐阜和傘を販売している「和傘ＣＡＳＡ」の方に話を聞いて、岐

阜和傘は普段使いをする事で和傘自体の劣化を防ぐ事が分かった。また、現在は岐阜和傘の

柄を洋服にも合わせてもらえる様に様々なデザインがある。 

また、岐阜市では、伝統工芸品とプロジェクションマッピングとのライトアップのイベン

トが毎年行われている事も分かった。そして、調べていく中で、現在は、岐阜和傘自体の魅

力を発信する取り組みが行われている事が多い事が分かった。そこで、岐阜和傘の技術と歴

史をデジタルアーカイブする事で、岐阜和傘を知ってもらい、現在行われている取り組みを

知ってもらえるのではないかと考えた。岐阜和傘の歴史と技術に関連した場所などをデジ

タルアーカイブした写真や動画を Webページにして、説明を加え、地図の情報を一つにまと

めて載せる事で、和傘を調べた時に、若い世代でも簡単に和傘の歴史と技術を知ってもらう

事が出来ると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

↑図.62 実際に作った Webページ 

また、今回作った Webページを検索して出るだけでなく、QRコードを作り、検索以外で Web
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ページにたどり着ける様にする事で、パンフレットやチラシなどに QR コードを貼り付け、

紙媒体からでも Web ページにたどり着ける様にする事で、不特定多数の方に知ってもらえ

る様にする事が出来ると考える。 

 

 

 

 

 

↑図.63 今回作った Webページの QRコード 

また、岐阜市の伝統工芸品と長良川の関係性をデジタルアーカイブにする事で、岐阜市の伝

統工芸品がどの様にして誕生したのかを知ってもらい、岐阜市の伝統工芸品を知ってもら

う事で現在ある問題の解決に繋がると考える。デジタルアーカイブを活用し、岐阜和傘を中

心に岐阜市の伝統工芸品の普及が出来る事が本研究を通して分かった。 
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